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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

８
月
１
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

佐
飛
淳
一
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
税
理
士
）

定
員　

１
０
０
人　
　

会
費　

無
料

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
で
ど
う
な
る
？
〜
制
度
の
概
要

と
事
業
主
に
求
め
ら
れ
る
実
務
〜

経
税
部 日

時　

７
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
会
保
険
労
務
士
）

定
員　

50
人

会
費　

会
員
・
家
族
３
千
円　

未
入
会
者
１
万
円

知
っ
て
お
き
た
い
！
雇
用
管
理
の
基
本
〜
ス
ム
ー
ズ

な
採
用
か
ら
円
満
な
退
職
ま
で
〜

経
税
部
・
雇
用
管
理
対
策
講
習
会
シ
リ
ー
ズ
①

日
時　

８
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

西
岡
ひ
と
み
氏
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
）

会
費　

会
員
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

一
歩
踏
み
込
ん
だ
接
遇
〜
患
者
さ
ん
の
心
和
ま
す
医

院
づ
く
り

歯
科
臨
床
・
学
術
部

日
時　

 

７
月
14
日
（
火
）
〜
18
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後

７
時
（
最
終
日
は
３
時
ま
で
）

会
場　

 

薬
業
年
金
会
館
２
階
（
地
下
鉄
谷
町
線
「
谷
町
６
丁

目
」
駅
す
ぐ
）

「
余
技
展
」

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

日
時　

７
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

道
重
文
子
氏
（
大
阪
医
科
大
学
看
護
学
部
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

口
の
健
康
は
命
の
源
―
口
腔
ケ
ア
で
肺
炎
予
防

７
月
度
生
涯
研
修

論論
点点

憲
法
は
軍
事
権
を
認
め
て
い
な
い

首
都
大
学
東
京
准
教
授　

木
村
草
太
さ
ん

　

国
民
主
権
が
定
め
ら
れ
て

い
る
民
主
主
義
の
国
で
は
、

国
家
は
国
民
の
信
託
を
得
た

上
で
さ
ま
ざ
ま
な
権
限
を
行

使
す
る
も
の
だ
と
い
う
の

が
、
憲
法
学
の
標
準
的
な
考

え
方
だ
。
憲
法
は
、
内
閣
、

国
会
、
裁
判
所
な
ど
の
国
家

機
関
に
国
民
が
権
限
を
与
え

る
こ
と
を
定
め
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

そ
の
中
で
、
内
閣
の
権
限

に
つ
い
て
定
め
て
い
る
の
が

73
条
。
こ
こ
で
は
行
政
権
の

ほ
か
、
外
交
権
、
予
算
作
成

権
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る

が
、
軍
事
権
は
な
い
。
つ
ま

り
国
民
が
、
軍
事
活
動
を
行

う
権
限
を
内
閣
に
付
託
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ

れ
が
日
本
の
特
徴
で
あ
り
、

条
文
に
な
い
こ
と
を
行
え

ば
、も
ち
ろ
ん
違
憲
と
な
る
。

　

憲
法
９
条
と
同
じ
く
、
軍

事
活
動
を
行
わ
な
い
方
が
国

際
社
会
に
貢
献
で
き
る
の
だ

と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て

い
る
。
軍
隊
を
組
織
す
る
権

限
を
９
条
で
、
軍
事
活
動
の

権
限
を
73
条
で
否
定
す
る
と

い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
軍
隊
を
組
織
す
る

権
限
が
な
い
か
ら
、
行
使
す

る
権
限
も
な
い
と
い
う
シ
ン

プ
ル
な
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
主
権
維
持
の
た
め

の
防
衛
は
、
軍
事
活
動
で
は

な
い
。
例
え
ば
、
日
本
の
領

域
内
で
軍
隊
や
テ
ロ
リ
ス
ト

の
攻
撃
を
制
圧
す
る
こ
と

は
、
軍
事
権
で
は
な
く
、
行

政
権
の
範
ち
ゅ
う
と
し
て
説

明
が
で
き
る
。

　

一
方
、「
主
権
維
持
の
た

め
に
必
要
」
と
は
言
え
な
い

も
の
が
軍
事
活
動
と
な
る
。

例
え
ば
、「
日
本
を
攻
撃
し

て
い
な
い
国
」
に
対
す
る
攻

撃
は
、
行
政
権
と
し
て
は
説

明
で
き
な
い
。

国
際
貢
献
の
議
論

　

憲
法
や
外
交
に
つ
い
て
議

論
す
る
際
、
外
国
の
困
っ
て

い
る
人
々
を
助
け
る
と
い
う

視
点
が
一
番
大
切
な
こ
と
だ

と
考
え
て
い
る
。

　

政
府
は
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
を
含
め
た
安
全
保

障
関
連
の
法
整
備
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
与
党
内

の
議
論
は
「
日
本
の
安
全
の

た
め
」
と
い
う
枠
を
出
て
い

な
い
。「
国
際
貢
献
」
を
崇

高
な
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い

た
は
ず
の
「
憲
法
改
正
」
の

議
論
が
、
日
本
の
エ
ゴ
に
陥

り
、
話
が
ズ
レ
て
し
ま
っ
て

い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
は
平
和
憲
法
の
も

と
、
こ
れ
ま
で
「
軍
事
活
動

を
し
な
い
」
と
国
際
社
会
に

宣
言
し
て
き
た
。

　

軍
事
活
動
を
一
切
行
わ
な

い
こ
と
の
意
義
は
、
あ
ら
ゆ

る
紛
争
当
事
者
か
ら
中
立
性

を
確
保
で
き
る
こ
と
だ
。
こ

れ
に
よ
り
、
イ
ラ
ク
の
人
道

復
興
支
援
な
ど
、
紛
争
当
事

国
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
、

他
国
と
違
っ
た
形
で
の
国
際

貢
献
を
追
求
し
て
き
た
。

武
力
行
使
は
不
要

　

私
は
難
民
支
援
に
徹
底
し

て
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
っ

て
い
る
。

　

難
民
と
な
っ
た
多
く
の
人

た
ち
の
生
活
、
医
療
な
ど
の

支
援
が
戦
地
で
の
一
番
の
困

り
ご
と
だ
か
ら
だ
。
紛
争
が

発
生
す
る
度
に
、
ど
れ
く
ら

い
の
数
の
人
々
が
難
民
に
な

っ
て
い
る
の
か
、
医
療
や
教

育
な
ど
現
地
の
ニ
ー
ズ
は
何

か
と
考
え
、
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
う

す
れ
ば
、
現
地
の
人
に
一
番

喜
ば
れ
、
ど
の
国
か
ら
も
恨

ま
れ
る
こ
と
は
な
い
。
国
際

社
会
で
の
信
頼
や
イ
メ
ー
ジ

も
向
上
す
る
。

　

「
９
条
が
あ
る
か
ら
国
際

貢
献
で
き
て
い
な
い
」
と
後

ろ
め
た
さ
を
感
じ
る
必
要
は

な
い
。
後
方
支
援
や
武
力
行

使
は
一
切
必
要
な
い
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
非
軍
事
の
国

際
貢
献
こ
そ
拡
大
す
べ
き
で

あ
り
、
日
本
人
と
し
て
胸
を

張
っ
て
主
張
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　

協
会
の
女
性
医
師
・
歯
科

医
師
の
会
は
６
月
６
日
、
大

阪
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
開
き
、

医
科
・
歯
科
会
員
ら
25
人
が

参
加
し
た
。
ガ
イ
ド
は
大
阪

案
内
人
の
西
俣
稔
氏
。

　

参
加
者
（
写
真
）
は
１
７

０
年
前
の
古
地
図
と
大
正
時

代
、
現
在
の
地
図
を
見
比
べ

な
が
ら
大
阪
天
満
宮
か
ら
堀

川
監
獄
跡
（
扇
町
公
園
）
ま

で
散
策
し
た
。

東
成
区

大阪の大阪の
戦跡

大阪の
戦跡

㉗機関紙協会大阪機関紙協会大阪
坂手崇保坂手崇保

　

手
元
に
戦
前
の
１
枚
の
チ

ラ
シ
が
あ
る
。
１
９
３
３
年

（
昭
和
８
年
）
９
月
14
日
、

東
成
無
産
者
診
療
所
と
日
本

労
農
救
援
会
大
阪
支
部
が
開

い
た
「
無
産
者
の
講
演
の

夕
」
の
案
内
だ
。「
満
州
で

は
一
昨
年
末
戦
争
が
起
っ
て

た
く
さ
ん
の
労
働
者
農
民
が

何
に
も
知
ら
ず
死
ん
で
行
き

ま
し
た
（
何
故
戦
争
が
起
っ

た
の
で
せ
う
？
）」
な
ど
と

書
い
て
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

診
療
所
は
33
年
７
月
20

日
、
大
阪
市
東
成
区
猪
飼
野

（
い
か
い
の
）
町
大
通
の
平

野
運
河
沿
い
に
設
立
さ
れ

た
。
日
本
労
農
救
援
会
大
阪

支
部
と
無
産
者
医
療
同
盟
、

大
阪
市
電
今
里
車
庫
お
よ
び

周
辺
の
労
働
者
、
農
民
の
協

力
で
つ
く
ら
れ
た
。

　

戦
前
か
ら
、
猪
飼
野
と
い

う
町
名
を
冠
し
た
地
区
は
、

朝
鮮
の
人
々
が
集
住
し
て
い

た
。
Ｊ
Ｒ
桃
谷
駅
か
ら
東
に

５
０
０
㍍
ほ
ど
離
れ
た
一
帯

に
は
日
本
最
大
の
コ
リ
ア
ン

タ
ウ
ン
が
あ
る
。

　

診
療
所
所
長
に
は
桑
原
康

則
医
師
（
１
９
０
５
―
１
９

８
２　

全
国
保
険
医
団
体
連

合
会
副
会
長
、
大
阪
府
保
険

医
協
会
理
事
長
）
を
半
ば

「
誘
拐
」
す
る
形
で
強
引
に

連
れ
て
き
た
。

　

東
成
診
療
所
は
大
阪
市
電

今
里
車
庫
の
労
働
者
に
支
え

ら
れ
、
猪
飼
野
地
区
の
地
域

住
民
の
熱
い
支
持
を
受
け

た
。
診
療
所
の
運
動
に
た
く

さ
ん
の
青
年
医
師
や
医
学
生

が
参
加
し
、
彼
ら
は
「
青
年

医
師
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
し
活

動
し
た
。

　

毎
日
１
０
０
人
を
超
え
る

患
者
が
来
た
。
診
療
所
開
設

１
周
年
を
記
念
し
て
、
開
か

れ
た
講
演
会
・
演
劇
会
に
は

聴
衆
が
１
４
０
０
人
も
訪

れ
、
そ
の
80
％
が
朝
鮮
人
労

働
者
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

（『
特
高
月
報
』
34
年
９
月
）。

　

36
年
の
二
・
二
六
事
件
以

降
急
速
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
が

す
す
め
ら
れ
、
左
翼
は
も
ち

ろ
ん
自
由
主
義
的
団
体
も
次

々
と
弾
圧
さ
れ
た
。
同
年
８

月
に
は
、
桑
原
医
師
に
対
す

る
保
険
医
資
格
剥
奪
問
題
が

起
こ
る
が
、
い
っ
せ
い
に
反

撃
し
こ
れ
を
食
い
止
め
た
。

診
療
所
は
直
接
の
弾
圧
か
ら

免
れ
た
が
、
書
記
た
ち
は
三

日
に
あ
げ
ず
検
束
さ
れ
た
。

こ
の
年
の
12
月
、
労
農
救
援

会
大
阪
支
部
が
弾
圧
に
よ
っ

て
壊
滅
し
、
診
療
所
も
運
営

が
困
難
に
な
る
。
37
年
ま
で

は
実
態
が
あ
っ
た
が
、
特
高

警
察
の
圧
力
で
無
産
者
医
療

に
理
解
の
な
い
医
師
に
売
却

さ
せ
ら
れ
た
。

　

戦
前
、
政
党
も
労
働
組
合

も
文
化
人
も
芸
術
家
も
次
々

に
弾
圧
さ
れ
、
最
後
ま
で
地

域
住
民
と
結
び
つ
い
て
民
主

的
活
動
を
続
け
、
反
戦
・
抵

抗
を
訴
え
た
の
は
医
療
関
係

者
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

 
（
つ
づ
く
）

労
働
者
が
支
え
た
無
産
者
診
療
所

鶴橋駅

桃谷駅

コリアンタウンコリアンタウン

平
野
運
河

平
野
運
河

女
医
の
会

大
阪
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

天
満
宮
か
ら

　

扇
町
公
園
へ

上：東成無産者診療所は
玉津３丁目、運河右の駐
車場あたりにあった　　
下：現在のコリアンタウン

日
時　

７
月
12
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
午
後
５
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

竹
内
憲
民
氏
（
松
原
徳
洲
会
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部

長
）

定
員　

 

20
院
所
（
会
員
院
所
限
定
。
ス
タ
ッ
フ
同
行
可
。
要

事
前
申
込
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料

歯
科
診
療
室
に
お
け
る
救
命
救
急
処
置
―
Ａ
Ｅ
Ｄ
実

習
を
交
え
て
―

南
河
内
地
区
講
習
会


